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「しまかぜ－食育アイランド通信－」は九州地域で様々な食育に取り組む方々の情報発信

とネットワークづくりを支援するためのメールマガジンです。 

【1】 九州農政局からのお知らせ 

〇６月はWISEな食育月間～みんなの提案で賢く楽しく食育を実践～ 

〇第４回食育活動表彰受賞者の決定について 

〇「第４次食育推進基本計画」の作成に向けた意見・情報の募集について 

〇食品トレーサビリティを推進しています！ 

〇新型コロナウイルス関連情報について 

〇九州農政局「消費者の部屋」からのお知らせ 

【２】食育一口メモ  

【３】編集部からのお知らせ 

〇「九州の食育のひろば」に関する情報提供のお願い 

〇子供食堂に関する情報提供のお願い 

********************************************************************************** 

【１】九州農政局からのお知らせ 

〇 6月はWISE(ワイズ) な食育月間 ～みんなの提案で賢く楽しく食育を実践～ 

 農林水産省は、6月の食育月間を機に、皆様に、新しい生活様式の中で増える家での時間

を、健やかでわくわくする食生活に結びつけていただくため、たまごかけごはんと具だくさ

んみそ汁など手軽にバランスのよい食事をとる工夫・提案をSNS等で発信していただきた

いと考えています。 

「WISE な食育」（食について1人1人が賢く行動することで、健やかで（ Well-being ） 

面白く(Interesting) 持続可能で(Sustainable)わくわくする(Exciting)社会を目指します）

をSNSで発信・提案しませんか？

以下のハッシュタグをつけた取組は、農林水産省公式Twitter アカウントによりリツイー

ト等をすることがあります。 

＜提案してほしいテーマ＞ 

1．健康づくりに役立つ「主食・主菜・副菜」を組み合わせたバランスのよい食事 

2．食べることはもちろん、作ることや「共に」できることを楽しむこと 

   （同居家族がいれば一緒に、お手伝い、離れていたらオンラインで） 

3．食に関わる事業者の方々が提案する料理で、食卓でのバランスのよい食事をサポート 

するもの 

＜以下から1つ以上のハッシュタグを投稿＞ 

＃WISE な食育 ＃ちょうどよいバランスの食事 ＃おうちで食育 ＃主食 ＃主菜 ＃副菜 

＃主食主菜副菜 ＃日本型食生活 ＃和ごはん ＃めざましごはん 

※詳しくは、以下のURLから農林水産省ホームページをご覧ください。 

 https://www.maff.go.jp/j/press/syouan/hyoji/200602.html 
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〇 第４回食育活動表彰受賞者の決定について 

農林水産省では、食育を推進するために、食育関係者を対象として、その功績を称えると

ともに、その取組の内容を広く国民に周知し、食育を推進する優れた取組が全国に展開して

いくことを目的として表彰を行っており、この度、第４回食育活動表彰の受賞者が決定しま

した。 

九州農政局管内の受賞者は、農林水産大臣賞として「南島原ひまわり村」（長崎県）、消

費・安全局長賞として「北九州市立大学地域共生教育センター」（福岡県）並びに「特定非

営利活動法人 食生活応援団ベジフルバスケット」（宮崎県）の３団体が受賞されました。 

※詳しくは、以下のURLから農林水産省ホームページをご覧ください。 

https://www.maff.go.jp/j/syokuiku/hyousyo/index.html 

〇 「第４次食育推進基本計画」の作成に向けた意見・情報の募集について

「第４次食育推進基本計画」の作成に当たり、「第３次食育推進基本計画」について見直 

すべき点や、「第４次食育推進基本計画」に新たに盛り込むべき課題等について、広く国民

の皆様から意見・情報を募集いたします。 

※詳しくは、以下のURLから電子政府の総合窓口をご覧ください。 

https://search.egov.go.jp/servlet/Public?CLASSNAME=PCMMSTDETAIL&id=55

0003123&Mode=0 

〇 食品トレーサビリティの普及を推進しています！ 

食品トレーサビリティとは、「食品の移動を把握できること」です。各事業者が食品を取

扱った際の記録を作成し保存しておくことで、食中毒など健康に影響を与える事故等が発生

した際に、問題のある食品がどこから来たのか（遡及）、どこに行ったか（追跡）を調べる

ことができますので、早急な原因究明や該当食品等の円滑な回収に役立ちます。 

※詳しくは、以下のURLから農林水産省ホームページをご覧ください。 

https://www.maff.go.jp/j/syouan/seisaku/trace/index.html#1 

〇 新型コロナウイルス関連情報について 

1．新型コロナウイルス感染者発生時の対応・業務継続に関するガイドラインを5月22日 

付けで再度改正しました。 

※詳しくは、以下のURLから農林水産省ホームページをご覧ください。 

 https://www.maff.go.jp/j/saigai/n_coronavirus/ncv_guideline.html 

2．新型コロナウイルス感染症の影響を受ける農林漁業者・食品関連事業者への支援策 

5月 27日、令和2年度第2次補正予算が閣議決定されました。農林水産関係では、 

第 1次補正予算を補完し、自粛の長期化による環境変化等に対応するため、経営継続補助

金200億円の創設を始め、総額658億円を措置しました。また、併せて、現場の実情を

踏まえ、第1次補正予算等の運用改善も同時に実施しております。 

一部の事業内容は、今後、立法府による審議等により変更されることがあります。 

※詳しくは、以下のURLから農林水産省ホームページをご覧ください。 

https://www.maff.go.jp/j/saigai/n_coronavirus/support.html 

3．九州産農林水産物の消費拡大を応援しています。 

九州農政局は、新型コロナウイルス感染症の影響で需要が減少している九州産農林水産 

物の消費拡大を応援する取組を実施しています。九州産食材の一層の消費拡大に向けて皆
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様のご協力をお願いします。 

  また、農林水産省では、新型コロナウイルス感染拡大防止のための臨時休校、イベント

等の開催自粛の影響により、花きの需要が急激に減少しているため、家庭や職場で花を飾

って楽しむ「花飾り」に取り組み、広く国民の皆様に花きの消費拡大をアピールする「花

いっぱいプロジェクト」を実施しています。 

〇 九州農政局「消費者の部屋」からのお知らせ

九州農政局「消費者の部屋」では、食料・農業・農村に関する各種施策情報の提供や普 

及啓発を行っています。6月は、以下のテーマの特別展示を行います。 

◇展示期間 

〇6月 8日～6月 19日「九州における農村振興と農業農村整備」 

農業・農村の多面的機能、農業農村整備事業の概要および九州各地域における優良事例

をパネルやパンフレット等で紹介します。 

〇6月 22日～7月 3日「男女共同参画週間（6/23～6/29）に係る情報提供」 

毎年 6月 23日から6月29日は、男女共同参画週間です。男女共同参画を取り巻く状

況や農業女子プロジェクト、現地調査事例等について紹介します。 

◇展示場所 

 熊本地方合同庁舎A棟1階 消費者の部屋 

  フードパル熊本「熊本市食品交流会館」（熊本市北区貢町581-2） 

【「移動消費者の部屋」を開設しています】 

 〇６月８日～６月１９日「食の安全及び食育の推進」展 

◇展示場所  

くまもと県民交流館パレア １０階ホール（熊本市中央区手取本町8-9）  

※詳しくは、以下のURLから九州農政局ホームページ「消費者の部屋」をご覧ください。 

http://www.maff.go.jp/kyusyu/syohianzen/syokunoanzenansin/syouhisya/syou

hisya.html 

********************************************************************************** 

【２】食育一口メモ 

〇 実はとっても大切な話 ～食育を学ぼう～ 

農林水産省では、消費者の皆さん、農林水産業関係者、そして農林水産省を結ぶWebマ 

ガジン aff(あふ)を毎週水曜日に配信しています。６月の特集テーマは食育です。その一部

をご紹介します。 

◇知っているようで知らない「食育」の話･･･そもそも食育って何？

2005年、食育の基本的な理念を示した「食育基本法」が施行されました。同法では「食 

育」を生きる上での基本とし、「食」に関して正しい知識を持ち、適切に選択する力を身に

つけることを推進しています。食をおろそかにしてしまうと、日々の食事に楽しみがなくな

り、栄養に偏りがでるなどして、心身のバランスが崩れてしまいます。逆に健全な食生活と

は何かを知り、それを実践することは、心と身体の健康につながります。 

■食育クイズ 

①食事バランスガイドを構成するコマは、「主食」「副菜」「主菜」「牛乳・乳製品」「果 

物」の５つのグループからできている。 

②「食事バランスガイド」はすべての人の健康づくりを目的に作られたものなので、だ 
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れもが必ず取り入れなければならない。 

③「和食」はユネスコ記憶遺産に登録されている。 

④ 和食において重要な5つの調味料「さしすせそ」のさは「酒」である。 

※解答と解説、aff の詳細については以下のURLから農林水産省のホームページをご覧く

ださい。 

https://www.maff.go.jp/j/pr/aff/2006/spe1_01.html 

********************************************************************************** 

【３】編集部からのお知らせ 

〇 「九州の食育のひろば」に関する情報提供のお願い 

九州農政局ホームページ「九州の食育のひろば」では、九州各地で開催される食育イベ 

ント、親子料理講座、伝統料理講座及び農林漁業体験講座、見学可能な食品工場、市場等

についてご紹介させていただきます。是非、情報をお寄せいただき、食育の普及啓発にご

協力ください。また、皆さまが開催されたイベント、講座の様子、参加された方の感想等

についてもご紹介させていただきますので、あわせて情報のご提供をお願いいたします。 

※「九州の食育のひろば」関する詳しい情報は、以下の URL から九州農政局のホームペ

ージをご覧ください。 

http://www.maff.go.jp/kyusyu/syohianzen/hiroba/hiroba.html 

〇 子供食堂に関する情報提供のお願い

子供食堂と連携した地域における食育の推進を図るため、子供食堂に関する情報の発信

を行っています。皆様の身近なところで、子供食堂の取組を行っている団体等があればご

紹介をお願いいたします。 

※詳しくは、以下のURLから農林水産省のホームページをご覧ください。 

http://www.maff.go.jp/j/syokuiku/kodomosyokudo.html 

********************************************************************************** 

【編集後記】 

食育月間が始まりました。今年はイベントに参加して食について考える機会が減りまし

たが、自宅で過ごす時間の中でも、食について考える機会はたくさんあります。食材を選

んだり、食べ方を考えたり･･･。私も、毎日の食事の内容を意識することで、少しでも栄養

バランスの良い食事になるよう心がけています。 

◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆

九州農政局「九州の食育のひろば」の窓口・問い合わせ先 

窓口・問合せ先：九州農政局消費・安全部消費生活課 

住所：熊本市西区春日2丁目10番 1号（熊本地方合同庁舎A棟） 

電話：096-300-6353 ファクス：096-211-9700 

◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆

※情報の提供、配信先の変更・配信停止などは、次のE-mail アドレス宛お知らせください。

E-mail s-island-kyushu@maff.go.jp 


